
平成 23年 6月 27日 七宝会会報 第 57号 

1 

 

 

 

 
 

22

 

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
一
日
午
後
三
時
、

連
日
の
最
高
気
温
が
三
十
四
度
と
蒸
し
暑
い
天

気
が
続
く
中
、
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
第
二
講
義
棟
第

二
講
義
室
に
お
い
て
「
第
五
十
八
回
七
宝
会
総

会
」
が
各
支
部
よ
り
五
十
一
名
の
会
員
参
加
に

よ
り
開
催
さ
れ
た
。 

総
会
は
服
部
副
会
長
（
Ｒ
３
）
の
開
会
宣
言
に

よ
り
始
ま
り
、
ま
ず
は
久
住
会
長
（
本
科
十
七

期
）か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。 

会
長
か
ら
は
、 

· 

会
員
各
位
の
同
窓
会
活
動
と
総
会
参
加
へ
の

お
礼 

· 

平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
、
詫
間
電
波
工

業
高
等
専
門
学
校
と
高
松
工
業
高
等
専
門

学
校
が
、
高
度
化
再
編
に
よ
り
香
川
高
等
専

門
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
た
め
、

香
川
高
専
と
し
て
の
最
初
の
七
宝
会
総
会
開

催
と
な
っ
た
。 

· 

校
歌
、
校
章
は
変
わ
っ
た
が
、
七
宝
会
に
つ
い

て
は
高
松
高
専
の
同
窓
会
と
は
別
に
詫
間

キ
ャ
ン
パ
ス
七
宝
会
同
窓
会
と
し
て
の
運
営
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
で
了
解
は
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
今
後
の
同
窓
会
組
織
の
運
営
に
つ
い
て

は
会
員
各
位
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。 

· 

七
宝
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
特
に
支
部
再
編

後
は
各
支
部
の
活
動
も
ま
す
ま
す
活
発
に
な

っ
て
お
り
、
全
国
の
他
の
高
専
の
同
窓
会
と
比

較
し
て
も
七
宝
会
同
窓
会
は
日
本
一
で
あ
る

と
自
慢
で
き
る
。 

· 

今
回
の
総
会
を
も
っ
て
第
九
代
七
宝
会
会
長

を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
四
年
間
に

わ
た
り
先
輩
諸
氏
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
し
、
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
（
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
） 

次
に
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
嘉
門
名
誉
会
長
の

あ
い
さ
つ
文
を
真
鍋
事
務
局
長
（
Ｒ
10
）
が
代
読

を
行
っ
た
。 

 

· 

平
成
二
十
一
年
十
月
、
香
川
高
等
専
門
学

校
と
し
て
無
事
船
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
十
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
創
立
記
念

式
典
、
記
念
講
演
会
、
記
念
祝
賀
会
へ
は
七

宝
会
の
皆
様
に
も
出
席
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対

す
る
お
礼 

· 

昭
和
十
八
年
官
立
無
線
電
信
講
習
所
以
来

七
十
年
に
わ
た
っ
て
連
綿
と
続
く
電
子
情
報

通
信
関
係
の
教
育
研
究
を
経
た
長
い
歴
史
と

伝
統
を
有
す
る
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
同
窓
会

組
織
で
あ
る
「
七
宝
会
」
に
支
え
ら
れ
て
い

る
。 

· 

「
七
宝
会
」
と
高
松
工
業
高
等
専
門
学
校
側

の
同
窓
会
で
あ
る
「
高
松
工
業
会
」
と
の
香
川

高
等
専
門
学
校
同
窓
会
と
し
て
の
組
織
運
営

体
制
に
対
す
る
要
望 

· 

「
香
川
高
専
創
基
七
十
周
年
・
高
専
創
立
五

十
周
年
記
念
事
業
」に
対
す
る
支
援
依
頼 

引
き
続
き
、
総
会
の
議
長
選
出
に
移
り
、
四

国
支
部
長
で
あ
る
岩
田
氏
（本
科
二
十
四
期
）が

議
長
に
選
出
さ
れ
、
総
会
成
立
の
報
告
に
続
い

て
議
事
へと
進
ん
だ
。 

事
務
局
よ
り 

①
平
成
二
十
一
年
度
会
務
、
会
計
、
事
業
報
告 

会
務
報
告
―
真
鍋
（Ｒ
10
） 

会
計
・事
業
報
告
―
一
色
（Ｒ
9
） 

②
平
成
二
十
一
年
度
会
計
監
査
報
告 

吉
原
（本
科
二
十
四
期
） 

③
平
成
二
十
二
年
度
予
算
（案
） 

一
色
（Ｒ
9
） 

の
提
案
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
特
段
の
異
議
も
な
く

全
会
一
致
の
拍
手
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。 

④
役
員
改
選
―
真
鍋
（Ｒ
10
） 

別
掲
の
と
お
り
、
一
部
役
員
の
変
更
承
認
を

求
め
る
提
案
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
可
決
承

認
さ
れ
た
。
そ
し
て
新
役
員
を
代
表
し
て
久

保
木
志
良
会
長
（
本
科
十
七
期
）
か
ら
挨
拶

を
受
け
た
。 

⑤
そ
の
他
と
し
て
、
参
加
会
員
か
ら
今
後
の
同

窓
会
活
動
や
記
念
事
業
に
つ
い
て
の
意
見
が

提
起
さ
れ
、
議
論
の
結
果
、
以
下
の
結
論
に
て

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

· 

香
川
高
専
同
窓
会
連
絡
協
議
会
の
発
足

に
つ
い
て 

高
松
工
業
会
、
詫
間
七
宝
会
の
役
員
に

よ
り
、
同
窓
会
会
長
、
副
会
長
、
事
務
局

長
、
顧
問
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
す
る
香
川

高
専
同
窓
会
連
絡
協
議
会
の
発
足
に
つ
い

て
了
承
を
得
、
高
松
工
業
会
に
働
き
か
け

る
こ
と
と
し
た
。 

協
議
事
項
と
し
て
は
、
五
年
後
香
川
高

専
を
卒
業
す
る
学
生
の
扱
い
、
お
よ
び
記

念
事
業
等
と
す
る
。 

な
お
、
連
絡
協
議
会
の
審
議
内
容
に
つ

い
て
は
、
逐
次
七
宝
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

メ
ー
ル
等
に
よ
り
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。 

ま
た
支
部
総
会
や
次
期
総
会
に
つ
い
て
は
、
二

十
二
年
度
関
西
支
部
総
会
の
開
催
案
内
（
十
一

月
六
日
予
定
）
が
新
見
関
西
支
部
長
よ
り
、
二

十
三
年
度
第
五
十
九
回
七
宝
会
総
会
は
東
海

支
部
に
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
、
永

瀧
支
部
長
代
理
（
本
科
十
六
期
）
よ
り
案
内
が

あ
っ
た
。 

以
上
の
内
容
に
よ
り
第
五
十
八
回
七
宝
会
総

会
は
閉
会
と
な
り
、
議
事
終
了
後
参
加
者
全
員

で
の
集
合
写
真
撮
影
、
そ
し
て
恒
例
の
懇
親
会
へ

と
移
り
、
恩
師
を
囲
ん
で
の
昔
話
や
同
期
と
の

再
会
な
ど
で
和
や
か
な
う
ち
に
時
間
が
過
ぎ
、

次
回
の
東
海
支
部
で
の
再
会
を
約
束
し
て
散
会

と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

一
、
五
月
、
平
成
二
十
一
年
度
会
計
監
査
を
行

う
と
と
も
に
、
第
五
十
八
回
七
宝
会
総
会
の

打
ち
合
わ
せ
、
そ
の
他
運
営
上
の
諸
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。 

二
、
六
月
、
会
報
第
五
十
六
号
を
発
行
し
、
総

会
案
内
状
と
と
も
に
会
員
に
送
付
し
た
。 

三
、
七
月
、
高
校
野
球
応
援
学
生
への
飲
料
の
差

し
入
れ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
高
専
大
会
に
出
場

す
る
学
生
へ補
助
を
行
っ
た
。 

四
、
八
月
、
香
川
高
専
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

第
五
十
八
回
七
宝
会
総
会
を
開
催
し
た
。 

五
、
十
月
、
学
生
会
主
催
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
秋
季

体
育
大
会
に
お
い
て
、
成
績
上
位
の
ク
ラ
ス
に
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賞
品
を
贈
っ
た
。 

六
、
一
月
、
学
生
会
主
催
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
冬
季

体
育
大
会
に
お
い
て
成
績
上
位
の
ク
ラ
ス
に

賞
品
を
贈
っ
た
。 

七
、
三
月
、
卒
業
証
お
よ
び
修
了
証
入
れ
を
、

卒
業
生
お
よ
び
修
了
生
に
贈
っ
た
。 

   

 

会
長 久

保
木 

志
良 

本
科
17
期 

顧
問 林 

良
材 

 

本
科
7
期 

織
田 

隆
雄 

 

本
科
14
期 

久
住 

利
彦 

 

本
科
17
期 

副
会
長 

長
谷
川 

徹 
 

本
科
22
期 

服
部 

博
文 

 

Ｒ
3 

矢
木 

正
和 

 

Ｅ
4 

事
務
局
長 

真
鍋 

克
也 

 

Ｒ
10 

庶
務
係 

長
岡 

史
郎 

 

Ｒ
4 

三
河 

通
男 

 

Ｒ
14 

毛
利 

千
里 

 

Ｅ
25 

会
計
係 

大
場 

真
二
郎 

本
科
21
期 

小
野 

安
季
良 

Ｅ
12 

川
久
保 

貴
史 

Ｔ
7 

事
業
係 

三
崎 

幸
典 

 

Ｒ
7 

一
色 

弘
三 

 

Ｒ
9 

森
宗 

太
一
郎 

Ｅ
17 

会
計
監
査 

中
島 

政
治 

 

本
科
16
期 

近
藤 

真
弘 

 

Ｉ
2 

委
員 木

場 

博 
 

大
阪
特
科 

真
鍋 

久
志 

 

本
科
10
期 

曽
根 

広
則 

 

本
科
16
期 

白
川 

良
典 

 

本
科
17
期 

八
幡 

清
敬 

 

本
科
22
期 

横
内 

孝
史 

 

本
科
23
期 

岩
田 

正
人 

 

本
科
24
期 

吉
原 

博 
 

本
科
24
期 

細
越 

照
彦 

 

一
別
16
期 

新
見 

康
豪 

 

Ｒ
1 

多
田 

昌
宏 

 

Ｒ
4 

秋
月 

平 
 

Ｒ
8 

畑 

正
二 

 

Ｅ
4 

清
水 

竜
成 

 

Ｃ
3 

 

（桂
よ
ね
吉
） 

六
支
部
長 

 
 

 
 

計
37
名 

 

 

 
 

 

 
 

私
は
、
昨
年
七

月
末
、
母
校
で
開

催
さ
れ
た
第
五
十

八
回
総
会
に
お
い

て
、
久
住
利
彦
第

九
代
会
長
ご
勇
退

の
後
継
と
し
て
選
任
さ
れ
、
非
力
で
は
あ
り
ま

す
が
七
宝
会
の
会
務
代
表
の
役
を
受
託
し
ま
し

た
。 私

の
在
学
当
時
は
、
母
校
と
自
宅
の
時
間
的

な
距
離
は
非
常
に
長
く
て
不
便
を
感
じ
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
自
家
用
車
な
ら
一
時
間
も
あ
れ

ば
十
分
に
着
く
距
離
で
、
遠
か
っ
た
母
校
が
ず
い

ぶ
ん
近
く
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

岡
博
初
代
会
長
か
ら
私
で
十
代
目
と
な
り
ま

す
が
、
岡
山
県
出
身
者
と
し
て
、
初
め
て
就
任

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

以
後
は
、
会
員
各
位
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
、
本
会
の
円
滑
な
運
営
と
善
き
伝

統
承
継
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
精
一
杯
尽
く

し
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
本
会
の
登
録
会
員
数
は
、
発
足
か
ら

現
在
ま
で
累
計
約
一
万
名
に
達
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
全
国
各
地
で
活
躍
し
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。 こ

の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
の
該
当
地
域
に

も
多
く
の
会
員
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
直

接
被
害
に
遭
わ
れ
た
と
の
情
報
は
、
今
の
と
こ
ろ

は
な
く
て
少
し
は
安
堵
し
て
お
り
ま
す
が
、
被
災

さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
は
心
よ
り
ご
同
情
し
、

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原
発
事
故
は
、

原
発
周
辺
地
域
居
住
の
会
員
各
位
に
は
、
今
な

お
収
束
の
見
通
し
も
不
明
確
で
、
見
え
な
い
恐

れ
の
中
で
不
安
の
毎
日
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
一

日
も
早
い
事
態
改
善
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
母
校
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
官
立

無
線
電
信
講
習
所
（
大
阪
支
所
）
発
足
以
来
、

会
員
各
位
ご
案
内
の
と
お
り
の
発
展
的
変
遷
を

経
て
、
現
在
の
香
川
高
等
専
門
学
校
（
詫
間
キ
ャ

ン
パ
ス
）
に
そ
の
伝
統
と
歴
史
を
繋
い
で
お
り
ま

す
。 香

川
高
専
で
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
に
官

立
無
講
設
立
か
ら
七
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

香
川
高
専
創
基
七
十
周
年
記
念
事
業
を
旧
高

松
高
専
設
立
五
十
周
年
記
念
と
同
時
に
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
、
嘉
門
名
誉
会
長
を
委
員
長

と
す
る
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

七
宝
会
長
た
る
私
と
住
田
高
松
工
業
会
長
が

副
委
員
長
と
し
て
、
既
に
二
回
の
会
合
を
重
ね

て
事
業
の
概
略
は
固
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

こ
の
記
念
事
業
に
対
す
る
本
会
の
方
針
に
つ
い

て
は
、
次
の
第
五
十
九
回
総
会
で
の
決
議
を
得

て
明
確
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
会
員
各
位
に

は
母
校
の
歴
史
的
な
一
つ
の
区
切
り
と
も
い
う
べ

き
こ
の
七
十
周
年
記
念
事
業
に
ご
賛
同
の
上
、

奮
っ
て
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

さ
て
、
本
会
本
部
は
、
三
年
前
か
ら
ネ
ッ
ト
情

報
化
時
代
に
沿
っ
た
同
窓
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

立
ち
上
げ
て
、
会
員
各
位
の
登
録
を
呼
び
か
け

な
が
ら
、
現
在
は
真
鍋
事
務
局
長
を
含
め
て
六

名
で
そ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
運
営
を
し
て
お
り
ま

す
。 サ

イ
ト
は
、
本
部
か
ら
の
情
報
発
信
は
も
と

よ
り
、
各
支
部
や
同
期
、
同
好
者
で
の
連
絡

ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

登
録
者
数
も
利
用
頻
度
も
い
ま
だ
低
調
で
、
運

営
の
目
的
達
成
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
。 

未
登
録
会
員
各
位
に
は
、
今
一
度
、
同
窓
会

活
動
の
活
性
化
と
会
務
経
費
削
減
の
た
め
の
本

会
サ
イ
ト
運
営
に
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

本
会
で
は
、
こ
の
た
び
、
多
数
の
参
加
者
に
も

対
応
で
き
る
新
鋭
サ
ー
バ
機
を
導
入
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
の
で
、
未
登
録
会
員
各
位
に
は
、
ぜ

ひ
サ
イ
ト
加
入
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
魅
力
あ
る
サ
イ
ト
運
営
の
た
め
の
有
用

な
ご
意
見
と
サ
イ
ト
管
理
希
望
者
を
募
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

と
こ
ろ
で
、
本
会
は
、
加
入
時
の
入
会
金
を
終

身
会
費
と
し
、
こ
れ
を
原
資
と
し
て
運
営
を
続

け
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
、
こ
こ
数
年
来
は
毎
年
の

運
営
費
が
そ
の
会
費
を
超
過
し
、
会
存
続
の
基

盤
で
も
あ
る
積
立
金
の
取
り
崩
し
や
販
売
受
託

料
を
も
っ
て
こ
れ
を
補
填
し
続
け
て
い
ま
す
が
、

現
在
は
母
校
統
合
に
よ
り
そ
の
販
売
受
託
料
も
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激
減
し
て
い
ま
す
。 

執
行
部
で
は
、
既
に
通
常
の
会
務
経
費
削
減

策
は
出
尽
く
し
た
状
況
で
、
以
降
も
現
在
の
赤

字
体
質
を
継
続
す
る
こ
と
は
早
晩
健
全
な
会
運

営
が
行
き
詰
ま
る
こ
と
と
な
る
の
が
明
白
で
す
。 

そ
こ
で
執
行
部
で
は
、
現
運
営
費
の
約
四
割

以
上
相
当
額
を
占
め
る
会
誌
費
の
削
減
を
目
的

と
し
て
改
革
案
を
作
成
し
て
、
各
位
の
審
議
を

求
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

提
案
の
要
旨
は
、
近
い
将
来
か
ら
、
現
行
の
紙

ベ
ー
ス
会
誌
発
行
と
郵
送
に
よ
る
配
布
は
廃
止

と
し
、
原
則
本
会
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
電
子
会

誌
に
移
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

ネ
ッ
ト
社
会
と
い
わ
れ
る
今
日
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
に
な
い
会
員
も
多
く
て
、

そ
の
対
応
策
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

公
平
を
期
す
る
た
め
紙
会
誌
代
と
そ
の
送
料
は

当
該
会
員
の
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。 

会
誌
を
電
子
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
営
費

の
半
分
近
い
経
費
が
削
減
さ
れ
、
毎
年
の
収
入

会
費
と
運
営
費
の
バ
ラ
ン
ス
も
改
善
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

会
誌
は
、
既
に
創
刊
号
か
ら
毎
年
一
回
発
行

し
本
誌
で
通
算
五
十
七
号
と
な
り
、
七
宝
会
が

他
に
誇
る
べ
き
歴
史
で
も
あ
り
、
こ
れ
に
大
変
革

を
求
め
る
以
上
、
会
員
各
位
の
参
加
す
る
総
会

に
お
い
て
移
行
決
議
を
得
て
か
ら
研
究
、
準
備

を
始
め
ま
す
の
で
、
次
回
総
会
で
ご
審
議
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

私
は
、
昨
年
八
月
就
任
以
来
大
阪
支
部
総
会
、

四
国
支
部
総
会
に
参
加
で
き
る
機
会
が
あ
り
、

各
支
部
会
員
各
位
の
熱
心
な
活
動
ぶ
り
を
目
の

当
た
り
に
し
、
や
は
り
本
会
活
動
の
源
は
支
部
の

活
動
如
何
に
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。 以

後
も
、
各
支
部
で
の
よ
り
活
発
な
同
窓
会

活
動
の
た
め
に
、
各
位
所
属
支
部
で
の
よ
り
積

極
的
な
参
加
を
希
望
し
ま
す
。 

ま
た
、
母
校
の
新
た
な
歴
史
を
築
き
上
げ
た

後
輩
学
生
た
ち
の
ロ
ボ
コ
ン
全
国
大
会
を
観
戦
し
、

我
々
の
「
詫
間
」
が
全
国
級
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
感
動
し
ま
し
た
。 

詫
間
同
窓
生
が
集
う
会
合
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

と
も
後
輩
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
る
ロ
ボ
コ
ン
や
プ
ロ

コ
ン
な
ど
の
活
動
応
援
カ
ン
パ
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 次

回
総
会
は
、
七
月
三
十
日
、
名
古
屋
市
で

開
催
し
ま
す
。 

次
回
総
会
に
は
、
記
念
事
業
対
応
、
会
誌
電

子
化
な
ど
重
要
審
議
案
件
も
あ
り
、
各
位
に
は

日
々
ご
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
万
障
の
お
繰

り
合
せ
を
お
願
い
し
多
数
の
会
員
が
参
集
し
た

総
会
が
成
功
裡
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。 

 

 

 
 

 

七
宝
会
の
皆

様
方
に
は
日
々

ご
健
勝
に
て
ご
活

躍
、
あ
る
い
は
ご

定
年
後
の
生
活

を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
詫
間
電
波
工
業
高
等
専
門
学
校
は
平
成

二
十
一
年
十
月
に
香
川
高
等
専
門
学
校
と
名

称
変
更
に
な
り
ま
し
た
が
、
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
教
職
員
、
学
生
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
べ
く
努
力
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
折
を
見
て
母
校
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い

ま
す
と
幸
い
で
す
。
本
年
四
月
に
は
桜
花
満
開

の
中
で
、
詫
間
電
波
高
校
本
科
九
期
ご
卒
業
の

皆
様
方
が
お
そ
ろ
い
で
お
見
え
に
な
り
、
在
り
し

日
を
懐
か
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
往
時
の
構
造

物
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
七

宝
記
念
館
等
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

同
窓
会
組
織
と
し
て
の
七
宝
会
は
香
川
高
専

に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
そ
の
ま
ま
継
続
し
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
に
交
流
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
た
だ
、

平
成
二
十
七
年
三
月
に
は
香
川
高
専
と
し
て
入

学
し
た
学
生
が
卒
業
い
た
し
ま
す
。
そ
の
頃
ま
で

に
、
高
松
高
専
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
高
松
工

業
会
と
ご
協
議
い
た
だ
き
、
適
切
な
同
窓
会
構

成
を
お
考
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
校
長
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

同
窓
会
に
は
そ
の
ま
ま
存
続
し
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
出
身
者
が
元
の
同
窓
会
へ

入
会
す
る
こ
と
に
し
た
う
え
で
、
こ
の
二
つ
を
緩

や
か
に
包
含
し
た
ア
ン
ブ
レ
ラ
組
織
と
し
て
「
香

川
高
専
同
窓
会
」
が
活
動
を
開
始
し
て
も
ら
え

る
こ
と
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
は
詫
間
電
波
高
専
が
発
足

し
た
昭
和
四
十
六
年
か
ら
四
十
年
の
記
念
の
年

と
な
り
ま
す
の
で
、
七
宝
会
の
皆
様
へ
の
昨
年
の

会
報
原
稿
に
、
詫
間
電
波
高
専
四
十
周
年
記
念

事
業
開
催
の
ご
検
討
を
賜
り
た
い
と
書
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
六
月
の
段
階
で
事
情

が
大
き
く
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し
て
、
独
立
行
政

法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
か
ら
、
高
専
制

度
創
設
五
十
周
年
を
祝
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
高
松
高
専
は
平
成
二
十
四
年
に
創
立
五

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
香
川
高
専
と
し

て
は
、
高
専
制
度
創
設
五
十
周
年
を
全
校
挙
げ

て
祝
う
と
い
う
視
点
か
ら
、
詫
間
電
波
の
昭
和

十
八
年
の
官
立
無
線
電
信
講
習
所
大
阪
支
所
の

設
立
ま
で
遡
っ
て
お
祝
い
を
し
た
い
と
計
画
し
て

い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
香
川
高
等
専
門
学
校

創
基
七
十
周
年
高
専
創
立
五
十
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
を
本
年
三
月
に
立
ち
上
げ
て
、

現
在
鋭
意
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
記
念
式

典
を
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
六
日
に
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
七
宝
会
の
多
数
の

皆
様
の
ご
参
集
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

七
宝
会
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
倍
旧
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

 
 

「
詫
間
電
波
」
の

名
を
私
が
知
っ
た
の

は
、
中
学
生
の
頃
で

す
か
ら
、
昭
和
三

十
年
代
前
半
で
し

た
。
近
在
の
上
級

生
に
詫
間
電
波
高

校
生
が
い
て
、
学
帽
の
徽
章
を
畏
敬
の
念
で
見
て

い
た
も
の
で
し
た
。
な
に
し
ろ
、
当
時
の
「
詫
間
電

波
高
校
」
は
、
「
高
松
高
校
」
レ
ベ
ル
の
難
関
校
で

あ
り
、
硬
派
の
校
風
と
の
評
判
で
し
た
か
ら
。
寮

祭
が
紹
介
さ
れ
た
（
全
国
版
の
）雑
誌
を
読
み
返

し
て
は
、
男
子
校
独
特
の
蛮
カ
ラ
気
風
と
電
信

技
術
者
と
し
て
の
技
量
を
、
頼
も
し
く
、
う
ら
や

ま
し
く
思
っ
た
も
の
で
し
た
。 

文
系
志
望
だ
っ
た
私
に
は
、
そ
れ
き
り
無
縁
の

も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
故
笹
川
教
授
の
お

誘
い
を
受
け
て
、
本
校
に
職
を
奉
じ
さ
せ
て
い
た

だ
く
縁
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。 

東
讃
地
域
に
も
名
は
通
っ
て
い
ま
す
。
「
お
勤

め
は
？
」
と
尋
ね
ら
れ
「
タ
ク
マ
で
す
」
と
答
え
る

と
、
「あ
あ
、
詫
間
電
波
で
す
か
？
」と
す
ぐ
返
っ

て
き
ま
す
。
誇
ら
し
い
校
名
で
し
た
。
そ
の
校
名

は
「
香
川
高
専
」
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、
「
詫
間

電
波
」
の
名
は
末
永
く
記
憶
さ
れ
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。 
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そ
の
名
高
き
学
校
を
、
こ
の
た
び
定
年
に
よ
り

去
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
県
立
高

校
、
高
専
を
通
し
て
四
十
一
年
間
、
本
校
で
十

六
年
の
教
員
生
活
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
末
筆

な
が
ら
、
同
窓
会
員
各
位
に
、
多
年
に
わ
た
る

ご
厚
志
を
謝
し
、
「
香
川
高
専
」
の
さ
ら
な
る
発

展
を
祈
念
し
て
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

 

 
 

こ
の
四
月
に
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

工
学
科
か
ら
高
松

キ
ャ
ン
パ
ス
の
電
気

情
報
工
学
科
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
四
月
に
詫
間
電
波
高
専
の
電

波
通
信
学
科
に
着
任
し
て
以
来
、
三
十
七
年
間

勤
め
た
地
を
こ
の
年
で
離
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と

は
、
つ
い
最
近
ま
で
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
で

す
が
、
し
か
し
定
年
ま
で
あ
と
二
年
で
す
か
ら
、

転
勤
と
い
う
よ
り
は
退
職
の
心
境
で
す
。
こ
の

「
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
」
と
い
う
記
事
の
原
稿
依

頼
も
す
っ
か
り
そ
の
気
分
に
さ
せ
て
い
ま
す
。 

思
い
出
せ
ば
、
電
波
通
信
学
科
三
ク
ラ
ス
の
う

ち
二
ク
ラ
ス
が
電
子
工
学
科
と
情
報
工
学
科
に

相
次
い
で
改
組
さ
れ
、
さ
ら
に
電
子
制
御
工
学

科
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
電
波
通
信
学
科
に

は
特
別
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。
電
波
通
信
学
科

は
そ
の
後
、
情
報
通
信
工
学
科
に
変
わ
り
、
現

在
は
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
に
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
多
く
の
学
生
、
教
職
員
、

事
務
職
員
の
方
々
と
出
会
い
、
関
わ
り
合
い
を

持
ち
、
別
れ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
懐
か
し
く
思
う
と
と
も
に
、
年
月
は
止
ま
る

こ
と
な
く
流
れ
、
人
生
は
短
く
、
世
代
は
着
実
に

交
代
す
る
も
の
で
あ
る
と
実
感
し
ま
す
。 

こ
ち
ら
に
来
て
す
ぐ
に
新
任
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
若
い
人
た
ち
と
一
緒
に
受
け
ま
し
た
が
、

か
つ
て
詫
間
で
受
け
た
説
明
と
二
重
写
し
に
な

り
、
妙
な
感
覚
で
し
た
。
学
校
行
事
、
習
慣
、
雰

囲
気
は
か
な
り
異
な
り
、
新
人
で
も
な
い
の
に
ど

き
ど
き
し
な
が
ら
新
鮮
で
少
々
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
気

味
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
担
当
科
目
も
相
当

変
わ
る
こ
と
に
な
り
随
分
と
不
安
で
は
あ
り
ま

す
が
、
学
科
の
方
々
は
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
し
、

事
務
所
に
行
き
ま
す
と
詫
間
勤
務
で
あ
っ
た
方

が
大
勢
い
て
、
ほ
っ
と
し
ま
す
。 

さ
て
、
長
い
年
月
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
り

ま
す
と
、
七
宝
会
の
皆
様
に
は
就
職
関
係
な
ど

学
校
に
対
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
私
個
人
に
も

多
く
の
ご
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深

く
感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 
 

 

再
雇
用
の
二
年

間
を
含
め
て
二
十

四
年
間
、
情
報
工

学
科
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
赴
任

前
は
、
マ
イ
コ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
の
黎
明
期
・
普
及
期
で
も
あ
り
、
民
間
企

業
の
情
報
機
器
開
発
設
計
の
第
一
線
で
、
多
忙

な
が
ら
新
製
品
開
発
の
充
実
し
た
日
々
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
「
も
の
作
り
」
か
ら
「
人
作
り
」
へ
の

転
進
で
し
た
が
、
十
八
年
間
の
企
業
生
活
で
見

に
つ
い
た
企
業
精
神
が
抜
け
ず
、
社
会
に
出
た
と

き
の
心
構
え
や
気
持
ち
の
持
ち
方
等
を
熱
心
に

説
い
た
つ
も
り
で
す
が
、
空
振
り
も
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。 

紫
雲
寮
が
完
成
し
て
約
半
年
が
経
過
し
て
い

た
平
成
六
年
に
は
寮
務
主
事
を
仰
せ
つ
か
り
、

ま
だ
電
話
当
番
、
集
会
や
寮
委
員
に
よ
る
運
営

体
制
等
も
鍛
錬
の
場
と
し
て
の
伝
統
が
引
き
継

が
れ
て
い
る
頃
で
し
た
。
学
生
寮
は
社
会
の
縮
図

で
も
あ
り
、
連
帯
や
責
任
を
伴
う
作
業
の
分
担

や
共
同
作
業
は
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、
人
間
形

成
に
大
変
有
意
義
で
あ
る
と
再
認
識
し
た
も
の

で
し
た
。
当
時
、
寮
の
運
営
に
精
力
的
か
つ
献
身

的
に
協
力
し
て
く
れ
た
寮
委
員
や
寮
生
の
顔
が

今
で
も
懐
か
し
く
想
い
出
さ
れ
ま
す
。 

研
究
指
導
に
話
を
移
し
ま
す
と
、
赴
任
当
時
、

野
心
的
な
学
生
も
多
く
、
そ
れ
な
り
に
意
欲
を

持
っ
て
努
力
す
る
と
新
し
い
も
の
を
生
み
だ
し
た

り
、
商
品
に
手
を
加
え
る
こ
と
が
比
較
的
容
易

に
で
き
た
時
代
で
し
た
。
平
成
五
年
卒
の
鵜
飼

君
は
、
小
生
が
会
社
で
身
に
つ
け
て
い
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
応
用
に
つ
い
て
の
技
術
を
大
変
素
直

か
つ
貪
欲
に
短
期
間
に
吸
収
で
き
る
等
、
小
生
の

夢
を
託
す
こ
と
が
で
き
る
指
導
の
し
甲
斐
の
あ

る
学
生
の
一
人
で
し
た
。
大
学
編
入
学
後
も
関

わ
り
を
持
ち
、
知
見
を
広
め
て
も
ら
う
た
め
に

一
緒
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
を
訪
問
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
期
待
し
て
い
た
計
画
ど
お

り
に
平
成
十
九
年
に
は
会
社
を
設
立
し
、
日
本

で
は
有
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
会
社

の
経
営
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
社
か
ら
転
身
し

た
教
師
に
と
っ
て
、
教
師
冥
利
に
尽
き
る
喜
び
で

す
。 最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
の
皆
様
の

ご
活
躍
と
七
宝
会
の
一
層
の
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

  

 

昨
年
度
、
第
四
十
七
回
四
国
地
区
高
専
体

育
大
会
が
、
七
月
十
七
日
（
土
）
か
ら
十
九
日

（
月
）
ま
で
、
高
松
市
の
香
川
県
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
場
で
テ
ニ
ス
競
技
を
、
ま
た
、
三
豊
市
の
三

豊
市
高
瀬
町
緑
ヶ
丘
総
合
運
動
公
園
総
合
体

育
館
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
梅
雨
明
け
直
後
の
猛
暑
の
中
大

変
で
し
た
が
、
大
会
審
判
員
、
本
校
の
関
係
教

職
員
お
よ
び
補
助
学
生
等
の
献
身
的
な
協
力
に

よ
り
、
何
と
か
無
事
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

成
績
は
、
テ
ニ
ス
が
惜
し
く
も
団
体
戦
第
二
位

で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
健
闘
む
な
し
く
同
第
六
位

で
、
全
国
大
会
の
切
符
を
逃
し
ま
し
た
が
、
本
校

選
手
た
ち
の
活
躍
に
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

上
位
成
績
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

【団
体
戦
の
成
績
】 

○ 

陸
上
競
技 

４
位 

○ 

剣
道 

６
位 

○ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子 

４
位 

○ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子 

４
位 

○ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

３
位 

○ 

卓
球 

４
位 

○ 

サ
ッ
カ
ー 

６
位 

○ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子 

３
位 

○ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子 

４
位 

○ 

柔
道 

５
位 

○ 

硬
式
野
球 

６
位 

○ 

水
泳
競
技 

２
位 

○ 

テ
ニ
ス 

２
位 

○ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

６
位 

総
合
順
位 

５
位 

【個
人
戦
の
成
績
】第
３
位
以
上 

○ 

陸
上
競
技 

１
０
０
ｍ 

２
位 

走
り
幅
跳
び 

１
位 

円
盤
投
げ 

３
位 
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や
り
投
げ 

３
位 

女
子
走
り
幅
跳
び 

１
位 

女
子
砲
丸
投
げ 

１
位 

○ 
水
泳
競
技 

１
０
０
ｍ
自
由
形 

３
位 

２
０
０
ｍ
自
由
形 

１
位 

４
０
０
ｍ
自
由
形 

１
位 

２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

３
位 

１
０
０
ｍ
背
泳 

３
位 

２
０
０
ｍ
背
泳 

３
位 

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー 

２
位 

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー 
３
位 

４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー 
３
位 

女
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ 

１
位 

女
子
５
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

１
、
３
位 

女
子
５
０
ｍ
背
泳 

３
位 

○ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

男
子
個
人
戦 

２
位 

○ 

テ
ニ
ス 

個
人
戦
男
子
ダ
ブ
ル
ス 

２
位 

 

第
四
十
五
回
全
国
高
専
体
育
大
会
が
、
富
山

高
専
を
担
当
校
と
し
て
、
東
海
・北
陸
地
区
の
各

高
専
に
お
い
て
、
八
月
十
一
日
（
水
）
か
ら
八
月

二
十
五
日
（
水
）
ま
で
の
十
五
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
校
か
ら
は
、
四
国
地
区
大
会
で
出
場
権
を

得
た
選
手
た
ち
二
十
二
名
（
陸
上
競
技
七
名
、

水
泳
競
技
十
一
名
、
テ
ニ
ス
二
名
お
よ
び
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
二
名
）が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
、

台
風
四
号
の
影
響
の
中
で
の
大
会
で
し
た
が
、
出

場
し
た
選
手
た
ち
は
、
日
頃
の
厳
し
い
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
、
全
力
を
尽
く
し
て
本
校

の
名
声
を
高
め
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
に

向
け
て
の
合
宿
指
導
、
強
化
練
習
等
に
携
わ
っ

た
関
係
の
教
職
員
・
補
助
学
生
の
方
々
に
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
て
、
大
会
の
報
告
と
い
た
し

ま
す
。 

上
位
成
績
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（第
８
位
以
上
） 

○ 

陸
上
競
技 

走
り
幅
跳
び 

８
位 

女
子
砲
丸
投
げ 

６
位 

○ 

水
泳
競
技 

１
０
０
ｍ
自
由
形 

７
位 

女
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ 

５
位 

平
成
二
十
三
年
度
の
全
国
高
専
体
育
大
会

は
、
例
年
ど
お
り
八
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
、
関

東
信
越
地
区
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

選
手
た
ち
の
活
躍
を
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

 
 

 

 
 

七
宝
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清

栄
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
一
昨
年
十
月
の

統
合
以
来
、
香
川
高
専
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
り

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
の
就

職
活
動
等
に
い
ろ
い
ろ
と
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

進
路
指
導
室
は
、
統
合
を
機
会
に
両
キ
ャ
ン
パ

ス
共
通
の
名
称
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
名
前
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
引
き

続
き
福
間
と
近
藤
の
二
名
の
教
員
が
担
当
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
卒
業
生
全
員
が
希

望
す
る
進
路
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 そ

れ
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
お
よ
び
二
十

三
年
度
の
進
路
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。 

 

本
科
で
は
一
四
六
名
の
学
生
が
卒
業
し
ま
し

た
。
就
職
し
た
者
は
八
三
名
で
す
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
経
済
状
況
を
反
映
し
、
本
科
生

へ
の
求
人
企
業
数
は
三
六
七
社
に
減
り
ま
し
た
。

一
昨
年
の
五
七
九
社
、
昨
年
度
の
四
五
一
社
に

比
較
し
、
各
年
二
割
程
度
の
減
少
で
し
た
。
選

考
の
状
況
は
完
全
に
買
い
手
市
場
に
移
行
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
な
お
、
求
人
倍
率
は
七
倍
弱
で

し
た
。
本
科
の
進
学
者
数
は
六
三
名
で
あ
り
、
二

年
連
続
で
就
職
者
の
方
が
多
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
進
学
者
の
ほ
と
ん
ど
が
推
薦
に
よ
る
合

格
者
で
あ
る
こ
と
も
二
年
連
続
で
す
。 

専
攻
科
に
お
い
て
は
二
〇
名
が
修
了
し
て
、
進

学
が
五
名
、
一
四
名
が
就
職
し
ま
し
た
。
求
人

倍
率
は
約
十
七
倍
に
な
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

就
職
未
定
者
が
一
名
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

進
学
、
就
職
に
あ
た
り
、
五
年
生
の
担
任
の

指
導
、
保
護
者
の
ご
援
助
お
よ
び
七
宝
会
会
員

の
皆
様
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
別
表
の
よ
う
に
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
は
、
重
ね
重
ね
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
科
生
一
五
五
名
、
専
攻
科
生
二
一
名
が
卒

業
あ
る
い
は
修
了
予
定
で
す
。
本
科
で
は
進
学

希
望
六
三
名
、
就
職
希
望
九
二
名
で
す
。
今
年

度
は
さ
ら
に
就
職
希
望
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

専
攻
科
で
は
二
名
が
進
学
、
一
八
名
が
就
職
希

望
で
す
。 

五
月
二
十
二
日
現
在
の
求
人
企
業
数
は
三

三
八
社
と
、
昨
年
同
期
（
三
二
四
社
）
に
比
べ
微

増
で
す
。
求
人
減
は
下
げ
止
ま
り
、
内
定
率
も

少
し
回
復
し
て
い
ま
す
。
震
災
の
影
響
は
今
の
と

こ
ろ
選
考
日
の
ず
れ
程
度
で
顕
著
な
も
の
は
出

て
い
ま
せ
ん
。
次
年
度
以
降
で
の
影
響
を
心
配
し

て
い
ま
す
。 

進
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
も
ほ
と
ん
ど

の
者
が
推
薦
を
使
っ
て
受
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

香
川
高
専
の
発
展
の
た
め
に
も
、
現
在
の
高
い

内
定
率
を
維
持
し
、
さ
ら
に
学
生
や
保
護
者
が

満
足
で
き
る
進
路
を
見
い
出
す
こ
と
は
最
重
要

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
、
多
く
の
企
業
か
ら
求
人
い
た
だ
け

る
の
は
、
本
校
諸
先
輩
方
の
ご
活
躍
の
賜
で
あ
る

と
存
じ
ま
す
。
皆
様
方
か
ら
い
た
だ
い
た
機
会
を

生
か
し
、
希
望
の
進
路
実
現
に
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。
何
と
ぞ
、
い
ま
ま
で
と
変
わ
り
な
い
ご

支
援
、
情
報
の
ご
提
供
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。
ま
た
、
職
場
等
で
後
輩
に
接
す
る

機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
七
宝
会
会
員
の
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

 

 
 

 

 
 

今
年
は
「
激
走
！
ロ
ボ
力
車
」
と
い
う
レ
ー
ス
で

速
さ
と
観
客
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
テ
ー
マ
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
「
速
さ
」
を
追

求
す
る
マ
シ
ン
を
夏
休
み
か
ら
ず
っ
と
製
作
し
て

い
ま
し
た
。
昨
年
の
先
輩
た
ち
が
卒
業
し
、
今
年

全
国
大
会
に
出
場
す
る
と
十
二
年
連
続
出
場

と
な
る
が
全
国
大
会
連
続
出
場
の
記
録
が
途
切

れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ

て
み
ん
な
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
な
ど

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
毎
日
遅
く
ま
で
チ
ー

ム
み
ん
な
で
協
力
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
に
取
り

組
み
ま
し
た
。 

そ
し
て
十
月
十
日
の
四
国
大
会
で
は
Ｂ
チ
ー

ム
が
優
勝
、
Ａ
チ
ー
ム
が
準
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
、
優
勝
し
た
Ｂ
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
に
出
場
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す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
優
勝
し
て
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
が
、
次
は
十
一
月
に
東
京
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
改
良
を
し
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

思
え
ば
、
一
年
生
の
と
き
「ふ
る
さ
と
自
慢
宅

急
便
」
で
全
国
優
勝
、
ロ
ボ
コ
ン
大
賞
を
受
賞
し

た
先
輩
を
見
て
、
自
分
た
ち
も
い
つ
か
あ
の
舞
台

で
優
勝
！
と
心
に
決
め
ま
し
た
が
、
二
年
の
と
き

は
ベ
ス
ト
４
、
三
年
の
と
き
は
一
回
戦
敗
退
。
苦

し
い
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
昨
年
私
が
ピ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
を
担
当

し
た
「
ダ
ン
シ
ン
グ
カ
ッ
プ
ル
」
で
は
全
国
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
た
め
て
全
国
大
会
で
優
勝

す
る
イ
メ
ー
ジ
を
再
確
認
し
、
優
勝
へ
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
の
ロ
ボ
コ
ン
は
ス
ピ
ー
ド
を
争
う
テ
ー
マ
な

の
で
す
が
、
各
地
区
大
会
が
終
わ
る
と
だ
ん
だ
ん

ゴ
ー
ル
す
る
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
二
十
秒
前
後

の
試
合
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
あ
え
て
、

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
ゴ
ー
ル
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
だ
け
を
考
え
ず
、
上
位
を
狙
え
る
ス
ピ
ー
ド

と
優
勝
を
狙
え
る
安
定
性
を
目
標
に
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
チ
ー
ム
全
員
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
改
造
し
、

ミ
ス
が
な
い
よ
う
に
練
習
を
夜
遅
く
ま
で
体
育

館
で
行
い
ま
し
た
。 

全
国
大
会
で
は
一
回
戦
は
四
国
地
区
優
勝
校

の
た
め
シ
ー
ド
、
二
回
戦
・
苫
小
牧
高
専
、
準
々

決
勝
戦
・
舞
鶴
高
専
と
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
戦
・

鹿
児
島
高
専
と
の
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー

ト
後
鹿
児
島
高
専
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
先
に
連

結
ゾ
ー
ン
に
入
ろ
う
と
し
た
と
き
に
鹿
児
島
高

専
が
ミ
ス
で
リ
ト
ラ
イ
逆
転
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
乗

り
物
を
連
結
し
連
結
ゾ
ー
ン
を
ス
タ
ー
ト
、
鍵
穴

に
先
に
到
着
し
鍵
を
入
れ
る
と
き
に
ミ
ス
で
リ
ト

ラ
イ
。
鹿
児
島
高
専
も
鍵
穴
で
ミ
ス
し
リ
ト
ラ
イ

し
ま
し
た
が
二
秒
先
に
ゴ
ー
ル
し
て
、
惜
し
く
も

準
決
勝
敗
退
と
な
り
ベ
ス
ト
４
に
な
り
ま
し
た
。 

前
回
全
国
優
勝
で
し
た
の
で
大
き
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
打
ち
勝
つ
た
め

に
戦
略
を
立
て
十
分
練
習
し
て
い
た
は
ず
で
し
た

が
、
あ
と
一
歩
で
決
勝
戦
と
い
う
と
こ
ろ
で
負
け

ま
し
た
。
全
国
大
会
前
に
こ
ん
な
改
造
し
て
い
た

ら
？ 

こ
ん
な
練
習
し
て
い
た
ら
？ 

と
い
う
悔

い
は
あ
り
ま
す
。
専
攻
科
に
進
学
し
ま
し
た
の
で
、

今
年
の
ロ
ボ
コ
ン
で
は
Ｏ
Ｂ
と
し
て
後
輩
た
ち
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
最
後
に
、
全
国
大
会
の
会
場
で
の
先
輩
各
位

の
応
援
は
、
我
々
に
と
っ
て
は
試
合
の
緊
張
の
中
、

心
強
か
っ
た
で
す
。
日
頃
応
援
し
て
い
た
だ
い
た

七
宝
会
会
員
各
位
、
ま
た
応
援
し
て
く
れ
た
す

べ
て
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
度
の
全
国
高
専
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
高
知
県
高
知
市
の
「
文
化
プ

ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

香
川
高
専
（詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
）か
ら
は
自
由
部

門
と
課
題
部
門
、
競
技
部
門
に
参
加
し
ま
し
た
。

正
式
な
登
録
メ
ン
バ
ー
は
十
三
名
で
す
が
、
プ
ロ

コ
ン
チ
ー
ム
の
ほ
ぼ
全
員
で
あ
る
二
十
七
名
が
本

戦
会
場
へ行
き
ま
し
た
。 

自
由
部
門
で
は
、
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｏ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ

―
水
面
流
―
」
と
い
う
作
品
で
、
平
成
二
十
年

度
か
ら
三
年
連
続
最
優
秀
賞
、
文
部
科
学
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

課
題
部
門
で
も
、
「
文
学
探
訪-L

ite
ra

tu
re

 

N
a
v
ig

a
tio

n
-

」
と
い
う
作
品
で
、
三
年
連
続
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

企
業
賞
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
自
由
部
門
が

チ
ー
ム
ラ
ボ
特
別
賞
、
課
題
部
門
が
富
士
通
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
競
技
部
門
は
、
敗
者

復
活
戦
で
勝
ち
残
り
準
々
決
勝
に
臨
み
ま
し
た

が
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。 

プ
ロ
コ
ン
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
本
校
の
三
、

四
、
五
年
生
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
初
め
て
一
、
二
年
生
も
入
っ
て
き
ま
し
た
。

上
級
生
が
下
級
生
を
指
導
す
る
体
制
も
徐
々

に
で
き
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
は
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
開
催
地
や
日
程
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
が
、
学
生
た
ち
は
本
戦
出
場
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
今
後
と
も

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
チ
ー
ム
が
活
発
に
活

動
し
、
さ
ら
に
強
く
な
る
よ
う
学
生
た
ち
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
関
西
支

部
か
ら
約
四
万
円
、
四
国
支
部
か
ら
一
万
円
の

援
助
を
頂
き
ま
し
た
。
頂
い
た
お
金
は
、
チ
ー
ム

の
遠
征
費
等
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

  

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
常
日
頃
は
学
生
募
集

に
ご
尽
力
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

中
学
生
人
口
の
減
少
、
子
供
の
理
科
離
れ
等

で
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
多
く
の
中
学
生
、
保
護

者
の
方
か
ら
本
校
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て
、
優
秀
な
志
願
者
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
め
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
お
知
り
合
い
で
中
学
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
本
校
へ
の
受
験
を
お
勧
め
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し

て
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
所
存
で
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

平
成
二
十
四
年
度
学
生
募
集
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。
な
に
と
ぞ
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

詳
細
は
学
生
課
教
務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
電
話
０
８
７
５
―
８
３
―
８
５
１
０ 

24

 

一
、
募
集
人
数 

機
械
工
学
科 

 

若
干
名 

電
気
情
報
工
学
科 

若
干
名 

制
御
情
報
工
学
科 

若
干
名 

建
設
環
境
工
学
科 

若
干
名 
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情
報
通
信
工
学
科 

若
干
名 

電
子
工
学
科 

 

若
干
名 

電
子
制
御
工
学
科 

若
干
名 

情
報
工
学
科 

 

若
干
名 

二
、
願
書
受
付 

平
成
23
年
7
月
4
日
（
月
）
～
8
日
（
金
） 

三
、
入
学
試
験
日 

平
成
23
年
8
月
3
日
（水
） 

※
「
学
力
検
査
に
よ
る
選
抜
」
の
み
行
う
こ

と
に
変
更
し
ま
し
た
。 

24

 

一
、
募
集
人
数 

機
械
工
学
科 

 

40
名 

電
気
情
報
工
学
科 

40
名 

制
御
情
報
工
学
科 

40
名 

建
設
環
境
工
学
科 

40
名 

情
報
通
信
工
学
科 

40
名 

電
子
工
学
科 

 

40
名 

電
子
制
御
工
学
科 

40
名 

情
報
工
学
科 

 

40
名 

推
薦
に
よ
る
学
生
募
集
人
数
は
各
学
科
と
も

定
員
の
50
％
以
内
で
す
。 

二
、
願
書
受
付 

推
薦 

平
成
24
年
1
月
4
日
（水
） 

 

～
10
日
（火
） 

学
力 

平
成
24
年
1
月
30
日
（月
） 

 

～
2
月
3
日
（金
） 

三
、
入
学
試
験
日 

推
薦 

平
成
24
年
1
月
15
日
（日
） 

学
力 

平
成
24
年
2
月
19
日
（日
） 

 
 

平
成
23
年
8
月
6
日
（土
）、
7
日
（日
） 

 

平
成
23
年
8
月
7
日
（日
）午
前 

平
成
23
年
10
月
29
日
（土
）、
30
日
（日
） 

 

平
成
23
年
10
月
8
日
（土
） 

 

会
員
の
増
加
に
伴
っ
て
会
報
の
送
付
に
要
す

る
経
費
も
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

会
計
も
逼
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
は
あ
り
ま
す
が
、

七
十
歳
を
目
処
と
し
て
そ
れ
以
上
の
方
に
つ
い
て

は
、
会
報
と
共
に
送
付
さ
れ
る
返
信
用
は
が
き

が
本
部
に
返
信
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
翌
年
か

ら
会
報
の
送
付
を
遠
慮
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
で
引
き
続
き

会
報
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
返
信
用
は
が

き
を
毎
年
ご
投
函
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

失
礼
と
は
存
じ
ま
す
が
、
何
と
ぞ
事
情
を
ご

賢
察
の
上
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

 
 

 

 
 

 

同
窓
会
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。 

東
日
本
大
震
災
と
い
う
、
と
て
つ
も
な
い
悲
劇

が
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
知

り
合
い
の
中
に
も
な
ん
ら
か
の
関
係
の
あ
る
方
が

お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
で
に
義

援
金
ほ
か
何
ら
か
の
協
力
を
さ
れ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
の
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
同
じ
日
本
人
と
し
て
長
く
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
回
初
め
て
名
古
屋
で
総
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
、
本
部
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
数

少
な
い
役
員
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

開
催
地
名
古
屋
は
都
会
の
た
め
、
こ
れ
と
い
っ

て
何
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
前
泊
り
で
同
期
会
、
家

族
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
さ
れ
る
な
ら
、
飛
騨
高
山
、

伊
勢
神
宮
ま
で
足
を
延
ば
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
名
古
屋
市
内
な
ら
尾
張
徳
川
家
ゆ
か

り
の
名
古
屋
城
、
徳
川
美
術
館
も
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
地
元
に
い
る
と
何
回
も
行
っ
て

い
る
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

名
古
屋
は
、
支
部
の
総
会
も
過
去
一
回
程
度

で
、
こ
こ
二
十
年
間
開
催
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
回

の
総
会
、
何
人
集
ま
る
か
心
配
で
す
。
こ
れ
か
ら

名
古
屋
の
メ
ン
バ
ー
約
四
百
人
に
声
を
か
け
て
い

き
ま
す
。
皆
様
も
か
わ
い
そ
う
と
思
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 
 

 

秋
も
深
ま
っ
た
平
成
二
十
二
年
十
一
月
六
日

（
土
）
に
、
大
阪
城
の
お
隣
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪

「
白
鳥
」
に
お
い
て
、
第
三
回
七
宝
会
関
西
支
部

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
北
陸
三
県
（富

山
、
石
川
、
福
井
）
の
会
員
を
関
西
支
部
会
員
に

変
更
し
て
初
め
て
の
総
会
で
し
た
が
、
石
川
県
か

ら
の
一
名
の
参
加
が
あ
り
、
七
十
名
の
会
員
が

出
席
で
に
ぎ
に
ぎ
し
く
開
催
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
竹
内
賢
一
元
学
校
長
、
細
谷
守

前
教
授
、
真
鍋
克
也
事
務
局
長
、
さ
ら
に
は
サ

プ
ラ
イ
ズ
の
出
席
者
と
し
て
久
保
木
七
宝
会
会

長
が
、
高
松
か
ら
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
私
が
報
告
す
べ
き

七
宝
会
活
動
報
告
を
、
久
保
木
会
長
か
ら
直
接

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
方
か
ら
は
、
七
宝

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
お
よ
び
積
極
的
な
利

用
に
つ
い
て
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。 

総
会
は
約
一
時
間
程
度
で
終
了
し
、
懇
親
会

で
酔
っ
ぱ
ら
う
前
に
と
参
加
者
全
員
に
よ
る
写

真
撮
影
に
移
行
し
ま
し
た
。
写
真
撮
影
は
恒
例

で
本
科
九
期
の
浜
辺
さ
ん
に
お
願
い
を
し
ま
し

た
が
、
大
阪
城
バ
ッ
ク
に
す
ば
ら
し
い
記
念
写
真

 
 

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
恒
例
の
桂
よ
ね
吉
さ
ん
の
高

座
で
開
宴
を
い
た
し
ま
し
た
。
よ
ね
吉
さ
ん
の
落

語
の
演
目
は
「
か
ぜ
う
ど
ん
」
で
し
た
が
、
ま
く
ら

に
は
ご
自
身
も
出
演
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
、
今
回
の
総
会
へ
の
出
席
に
関
す
る

事
務
局
へ
の
苦
情
（
？
）
な
ど
で
大
爆
笑
と
な
り

ま
し
た
。
本
編
の
「
か
ぜ
う
ど
ん
」
で
も
笑
い
の
連

続
で
し
た
が
、
最
後
は
出
席
者
全
員
の
方
が
聞
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き
ほ
れ
て
い
た
状
況
で
あ
り
、
総
会
常
連
の
方
は

「
相
当
、
腕
を
上
げ
た
な
！
」
と
の
顔
つ
き
で
し

た
。 そ

の
後
の
懇
親
会
で
は
細
谷
前
教
授
、
竹
内

元
学
校
長
に
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
真
鍋
事
務
局

長
か
ら
は
母
校
の
活
動
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
に
は
高
専
生
Ｏ
Ｂ
も
多
く
参
加
し

出
席
者
の
三
割
強
に
も
な
り
、
心
強
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
三
十
六
年
卒
中
島
由

貴
夫
さ
ん
が
平
成
十
六
年
卒
由
里
さ
ん
と
親

娘
で
参
加
を
い
た
だ
き
、
母
校
の
歴
史
を
感
じ
る

ひ
と
と
き
で
し
た
。 

最
後
に
、
次
回
は
二
十
四
年
に
開
催
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
節
に
は
北
陸

三
県
の
よ
り
多
く
の
会
員
の
笑
顔
が
拝
見
で
き

る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
第
三
回
七
宝
会
関
西
支

部
総
会
の
報
告
と
し
ま
す
。 

 

 
  

 
 

皆
様
の
ご
協
力
で
、
何
と
か
無
事
に
過
ご
せ

た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

何
様
が
お
わ
し
ま
す
か
は
知
ら
ね
ど
も
、
自

然
に
垂
れ
る
頭
か
な
。
宇
治
橋
を
渡
っ
て
、
玉
砂

利
を
ゆ
っ
く
り
踏
み
し
め
て
歩
く
！ 

あ
の
感
じ

は
い
つ
も
新
鮮
で
す
。 

初
め
は
明
る
く
開
け
た
広
い
庭
園
風
、
や
が

て
手
水
を
清
め
て
進
む
と
、
空
も
見
え
な
い
太

古
の
森
林
、
そ
の
奥
に
、
こ
れ
は
何
と
！ 

そ
っ
け

な
い
神
殿
作
り
、
ア
ジ
も
香
り
も
芸
術
も
な
い
、

無
造
作
な
本
殿
！ 

い
っ
た
い
我
々
は
、
何
を
感
じ
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 

人
は
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
の
奥
に
潜
ん

で
い
る
あ
る
共
通
の
何
者
か
が
、
ひ
そ
か
に
心
に

語
り
か
け
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

い
う
ま
で
も
な
く
祭
神
は
天
照
大
御
神
で
す

が
、
彼
女
の
髪
の
毛
一
本
、
骨
の
ひ
と
か
け
ら
も

あ
り
ま
せ
ん
。 

 
私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
、
伊
勢
神
宮
の
ご
神

体
は
〝
木
（
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｓ
）
の
気
〟
だ
と
教
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
納
得
の
い
く
よ
う
な
、
い
か
な
い
よ

う
な
心
境
で
す
。
皆
様
は
い
か
が
で
し
た
か
。 

私
た
ち
は
、
山
川
草
木
の
ひ
と
か
け
ら
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
山
川
草
木
の
奥
に
地
球
が
あ
り
、
宇

宙
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
頃
少
し
、
（
東

日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
か
ら
言
う
の
で
は
な
く
）
、

木
の
気
を
忘
れ
気
味
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
、
鳥
羽
の
塩
気

の
混
じ
っ
た
空
気
を
吸
い
、
松
坂
肉
を
食
べ
て
満

足
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
本
当
に
う
れ
し
い

で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
玉
砂
利
の
靴
下
の
感
覚

と
、
何
の
そ
っ
け
も
な
い
神
殿
造
り
に
何
か
を
感

じ
て
く
だ
さ
っ
た
ら
、
幹
事
と
し
て
こ
れ
に
過
ぐ

る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

最
後
に
、
山
西
さ
ん
は
じ
め
他
の
幹
事
さ
ん
の

手
助
け
に
感
謝
し
、
種
々
不
手
際
の
あ
っ
た
こ
と

を
お
詫
び
し
、
平
成
二
十
三
年
五
月
の
同
級
会

の
終
了
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

来
年
の
再
会
を
楽
し
み
に
、
わ
く
わ
く
し
て
い

ま
す
。 

 

 

 
 

 

わ
れ
わ
れ
本
科
九
期
生
は
、
五
八
年
（
昭
和

三
十
三
年
）
の
卒
業
か
ら
五
十
三
年
ぶ
り
で
初

め
て
の
全
国
規
模
で
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 連

絡
可
能
な
九
十
五
名
（
物
故
者
十
六
、
消

息
不
明
三
）
の
う
ち
六
十
三
名
が
、
十
七
都
府

県
と
カ
ナ
ダ
か
ら
四
月
五
日
午
後
、
高
松
マ
ツ
ノ

イ
パ
レ
ス
に
参
集
、
近
く
の
き
ら
ら
温
泉
入
浴
、

ス
タ
ジ
オ
写
真
撮
影
に
続
き
、
周
到
に
準
備
し

た
盛
り
沢
山
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
、
懇
親
会

は
逝
去
さ
れ
た
四
人
の
恩
師
と
十
六
人
の
同
期

生
の
霊
に
、
お
よ
び
過
日
の
東
日
本
大
震
災
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
〝
黙
祷
〟
で
始
ま
り
、

校
歌
斉
唱
や
全
員
が
卒
業
ア
ル
バ
ム
写
真
投
影

と
同
時
に
自
己
紹
介
を
、
二
次
会
で
は
ク
ラ
ス

対
抗
ク
イ
ズ
、
〝
友
情
〟
合
唱
な
ど
を
含
め
て

一
体
感
を
深
め
、
お
互
い
に
元
気
を
確
認
、
再

会
を
喜
び
合
い
、
詫
間
で
の
学
校
・
寮
時
代
、
社

会
人
生
活
の
思
い
出
な
ど
尽
き
な
い
語
ら
い
を

泊
り
部
屋
ま
で
持
ち
込
み
、
大
変
楽
し
い
充
実

し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
翌
六
日
（
水
）
に
は
、
真
っ
青
な
空
、

さ
わ
や
か
な
風
、
温
暖
な
好
天
と
満
開
の
桜
で

待
ち
受
け
て
く
れ
た
母
校
を
、
五
十
名
で
訪
ね

ま
し
た
。
大
多
数
が
、
著
し
く
変
貌
を
遂
げ
た

風
景
に
驚
く
と
と
も
に
、
僅
か
に
残
る
半
世
紀

前
の
面
影
を
見
つ
け
、
懐
か
し
い
感
傷
に
浸
り
ま

し
た
。 

 

木
の
ア
ン
テ
ナ
、
鉄
塔
が
ほ
と
ん
ど
消
え
、
野

球
場
周
辺
に
木
々
は
大
き
く
高
く
成
長
、
紅
い

屋
根
、
黒
茶
色
の
校
舎
、
寮
な
ど
も
白
色
ベ
ー
ス

に
一
新
、
往
時
の
風
呂
場
、
食
堂
、
売
店
は
な
く

な
り
、
す
っ
か
り
近
代
化
・
新
増
築
で
整
備
さ
れ
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た
校
舎
、
寮
、
体
育
館
、
記
念
館
、
管
理
棟
な
ど
、

す
ば
ら
し
い
環
境
下
で
教
育
を
受
け
て
い
る
在

校
生
を
羨
ま
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。 

嘉
門
校
長
に
は
ご
挨
拶
や
集
合
写
真
へ
参
加

い
た
だ
き
、
ま
た
三
年
間
保
健
の
先
生
と
し
て
皆

が
お
世
話
に
な
っ
た
渡
辺
房
江
様
の
同
席
サ
プ

ラ
イ
ズ
も
加
わ
り
、
参
加
者
一
同
大
感
激
で
記

憶
に
残
る
母
校
と
の
対
面
が
実
現
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
う
ど
ん
昼
食
、
瀬
戸
大
橋
記
念
館
な

ど
観
光
、
Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
で
〝
近
い
時
期
で
の
再

会
〟
を
誓
い
解
散
し
ま
し
た
が
、
全
員
の
感
謝
の

言
葉
、
満
足
し
た
笑
い
顔
、
互
い
に
握
手
し
別
れ

を
惜
し
む
姿
が
、
今
も
鮮
明
に
頭
に
残
り
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
も
う
次
回
の
開
催
が
待
ち
遠
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
七
日 

 

 

 
 

 

本
科
十
期
の
同
期
会
は
平
成
十
二
年
の
詫
間
、

そ
し
て
十
三
年
の
松
山
以
降
は
二
年
ご
と
に
大

阪
、
東
京
、
高
松
で
開
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
七
日
に
岡
山
県

倉
敷
市
の
鷲
羽
山
に
、
関
東
、
関
西
、
中
部
、
四

国
お
よ
び
中
国
の
各
地
方
か
ら
四
十
二
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。 

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
定

刻
の
十
七
時
ま
で
に
は
予
定
者
全
員
が
集
ま
り
、

瀬
戸
大
橋
の
見
え
る
展
望
浴
場
で
旅
の
疲
れ
を

流
し
、
ホ
テ
ル
の
制
服
（
浴
衣
半
纏
）
に
着
換
え
、

早
速
記
念
の
集
合
写
真
撮
影
を
し
ま
し
た
。
ま

た
平
成
二
十
一
年
が
卒
業
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど

五
十
年
目
、
そ
れ
ぞ
れ
が
古
希
を
迎
え
る
年
に

も
あ
た
り
、
確
認
で
き
る
範
囲
で
既
に
五
名
の

仲
間
が
鬼
籍
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
開
会

に
先
立
ち
彼
ら
の
冥
福
を
祈
り
全
員
で
黙
祷
を

 
 

さ
さ
げ
ま
し
た
。 

い
つ
の
会
で
も
そ
う
で
す
が
、
今
回
は
特
に
卒

業
以
来
の
顔
合
わ
せ
も
あ
り
、
お
互
い
に
年
を

重
ね
、
相
当
に
使
い
古
し
た
頭
で
、
名
札
の
写
真

の
顔
と
目
の
前
の
顔
を
照
ら
し
合
わ
す
も
、
な
か

な
か
一
致
し
な
い
場
面
が
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。 

瀬
戸
内
の
お
い
し
い
魚
料
理
に
お
い
し
い
お
酒
、

そ
し
て
懐
か
し
い
面
々
と
の
尽
き
な
い
お
し
ゃ
べ

り
、
ま
た
、
み
ん
な
で
歌
っ
た
校
歌
や
寮
歌
。
予

定
の
時
間
も
ま
た
た
く
間
に
過
ぎ
、
あ
と
は
部

屋
へ
戻
っ
て
ま
た
宴
会
と
な
り
、
暦
が
替
わ
る
頃

ま
で
続
き
ま
し
た
。 

翌
日
は
晴
天
と
な
り
、
ゴ
ル
フ
組
と
観
光
組

等
と
に
分
か
れ
、
次
回
の
松
山
で
の
再
会
を
約

束
し
て
、
鷲
羽
山
を
後
に
し
ま
し
た
。 

（文 

本
科
十
期 

桑
野 

洋 

21
・
11
記
） 

追
記 

松
山
で
の
同
期
会
は
平
成
二
十
三
年

十
一
月
九
日
、
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
期

生
の
皆
さ
ん
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
く
存

じ
ま
す
。 

 

 

  
 

 

本
科
十
二
期
生
は
学
校
を
卒
業
し
て
、
今
年

で
五
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
三
年
前
に
も
入
学

五
十
年
の
節
目
に
、
山
口
で
記
念
同
期
会
を
も

ち
ま
し
た
。
今
回
の
節
目
の
卒
業
五
十
周
年
記

念
同
期
会
を
ぜ
ひ
開
催
し
よ
う
と
の
声
が
高
ま

り
ま
し
た
。 

「詫
間
っ
子
あ
つ
ま
れ
」
の
号
令
の
下
、
四
月
二

十
一
日
に
本
科
十
二
期
生
五
十
五
名
（
う
ち
七

名
は
奥
様
同
伴
）
が
、
紫
雲
出
山
を
対
岸
に
望

む
鷲
羽
山
の
「
せ
と
う
ち
児
島
ホ
テ
ル
」
に
集
ま

り
ま
し
た
。
倉
敷
市
児
島
と
地
の
利
が
良
く
、
関

東
、
関
西
、
中
国
、
四
国
、
九
州
と
各
地
か
ら
の

参
加
で
し
た
。 

卒
業
五
十
年
以
来
の
同
期
生
も
い
ま
し
た
が
、

自
己
紹
介
し
て
い
く
う
ち
に
昔
の
寮
生
の
面
影

を
思
い
出
し
て
の
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。
二
次
会

の
カ
ラ
オ
ケ
も
、
翌
日
の
日
程
が
気
に
な
る
ほ
ど

の
盛
況
で
し
た
。 

翌
日
は
二
班
に
分
か
れ
、
観
光
組
は
尾
関
烱

君
の
運
転
・
ガ
イ
ド
で
、
倉
敷
美
観
地
区
を
ゆ
っ

く
り
と
巡
り
ま
し
た
。 

ゴ
ル
フ
組
は
石
川
遼
君
が
初
優
勝
し
た
東
児

が
丘
マ
リ
ン
ヒ
ル
ズ
Ｇ
Ｃ
で
四
組
で
の
プ
レ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ち
な
み
に
優
勝
は
、
幹
事
で
疲
れ

て
い
た
西
原
栄
七
君
で
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
機
会
を
見
つ
け
て
、
同

期
生
の
再
会
を
約
束
し
て
の
散
会
と
な
り
ま
し

た
。 会

の
お
世
話
を
し
て
く
れ
た
地
元
の
方
、
参

加
し
て
く
れ
た
同
期
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。  
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四
国
支
部
長 

本
科
24
期 

岩
田 

正
人 

松
山
分
会
長 

高
専
R4
期 

川
口 

秀
司 

第
七
回
七
宝
会
四
国
支
部
総
会
が
、
高
木
先

生
は
じ
め
諸
先
生
方
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
計

三
十
名
の
参
加
者
に
よ
り
盛
況
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
回
は
久
々
の
松
山
で
の
開
催
と
な
り
、
こ
じ

ん
ま
り
と
し
た
総
会
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
高
木

先
生
、
諸
先
生
方
は
じ
め
参
加
さ
れ
ま
し
た
会

員
の
皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

· 

場
所 

ピ
ュ
ア
フ
ル
松
山
（勤
労
会
館
） 

· 

日
時 

平
成
22
年
11
月
26
日
（金
） 

18
時
30
分
～
20
時
30
分 

· 

参
加
者
（来
賓
） 

久
保
木
会
長
、
久
住
顧
問
、
高
木
先
生
、

三
河
事
務
局
長
、
片
岡
先
生
、
新
庄
先
生 

· 

参
加
者
（会
員
） 

24
名 

計
30
名 

四
国
支
部
を
代
表
し
て
、
岩
田
四
国
支
部
長

あ
い
さ
つ
、
前
会
長
の
久
住
顧
問
の
乾
杯
で
始
ま

り
、
久
保
木
会
長
あ
い
さ
つ
、
高
木
先
生
の
香
川

高
専
に
関
す
る
近
況
報
告
を
含
め
た
あ
い
さ
つ
、

三
河
事
務
局
長
か
ら
の
母
校
近
況
報
告
に
引
き

続
き
、
片
岡
先
生
、
新
庄
先
生
か
ら
元
気
な
お

姿
と
力
み
な
ぎ
る
近
況
状
況
を
伝
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

久
し
ぶ
り
の
再
会
で
感
激
に
ひ
た
る
中
、
校

歌
、
寮
歌
斉
唱
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
高
専
六
期
生
の
平
野
さ
ん
の
乾
杯
で
締

め
、
次
回
開
催
地
（高
松
）で
の
再
会
を
期
し
て
、

大
拍
手
の
な
か
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
総
会
時
の
集
合
写
真
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  
 

  

今年度総会を開催しますので、万障お繰り合せの上、多数ご出席くださいます

よう、ご案内申し上げます。 

１．日時 平成 23年 7月 30日（土） 午後 15時より 

２．場所 ウィルあいち 愛知県女性総合センター 

  名古屋市東区上堅杉町 1番地 (052)962-2511 

  地下鉄東山線名古屋～栄 乗換 栄～市役所駅 2番出口より 10分 

３．議題 ①平成 22年度会務・会計・事業報告 

  ②役員改選 

  ③平成 23年度予算審議行事計画 

  ④会則改正 

４．懇親会 

 総会終了後午後 17時より、下記のとおり行います。 

  場所 同会場 レストランウィル 

  会費 6,000円 

 宿泊もできます、約 4,000円程度、各自で申し込みください。 

備考 同封の返信ハガキを 7月 20日までに返信ください 

 その他の問い合わせは下記へ 

  七宝会本部 0875-83-3141 
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中国支部長 加藤 洋吉 yk-kato@go.enjoy.ne.jp 

首題の件、下記のとおり支部総会を実施します。 

新中国支部になり、今回が３度目となりますが多数の参加を

お待ちしております。 

なお、正式なご案内は８月下旬頃を予定にしておりますが、

中国支部以外の方の参加も歓迎しますので、よろしくお願い

します。 

１．日時 平成 23 年 11 月 12 日（土） 

  15:00～18:00 （懇親会含む） 

２．場所 鯉城会館（広島県民文化センター） 

 5 階 パールの間 

  住所： 広島市中区大手町 1-5-3 

電話： 082-245-2322 

  URL: http://www.rijyo-kaikan.jp/ 

３．アクセス 広島バスセンターより徒歩3 分程度、 

広電紙屋町西電停より徒歩2 分程度 

４．会費 6,500 円くらいの予定（詳細は正式案内時にて） 

５．連絡先 広島分会が主事務局となっています。 

   広島分会長 大谷 完次 

   k-ootani@view.ocn.ne.jp 

 

 

昨年は支部総会へのご参加ありがとうございました。今年は

「神戸分会のつどい」の年です。秋頃を目処に開催を計画しま

すので、ふるってご参加ください。 

神戸分会の皆様だけでなく、関西支部会員、地域外から神

戸、大阪方面へ通勤されている方の参加も歓迎します。第59

回七宝会総会への出欠連絡ハガキに「神戸分会のつどいに

参加希望」とご記入いただくか、下記あてご連絡いただければ

案内状をお送りいたします。 

関西支部 

支部長・大阪分会長  新見 康豪（R1） 

 E-mail yasutake@mars.dti.ne.jp 

 電話  072-833-2380 

神戸分会長   山下 正雄（本科23） 

 E-mail yamasita.masao@dream.com 

 電話  0797-72-9273 

 

 

事務局では会報『七宝』の電子化を進めてまいります。第

53 号よりPDF 形式にてネットワーク上から閲覧できるようにし

ております。現在以下のところで閲覧可能です。 

· 同窓会ホームページ http://7hou.cn.kagawa-nct.ac.jp/ 

今後、会報紙の郵送不要な方は返信はがきの該当欄に

チェックしてご返送ください。その後、同窓会ウェブサイトにご

登録いただければ、会報発行時にメールにてご通知いたしま

す。郵送不要（＝電子配信）な方のみがアクセスできるサービ

ス（『七宝』のバックナンバーの閲覧など）も行っています。 

郵送経費節減にぜひご協力をお願いいたします。 

 

七宝会事務局では、告知、同期会、支部だよりの原稿を募

集しています。 

告知は、日時、場所、連絡先、案内文（コメント）を含めて

200 字程度を目安にしてください。また、同期会、支部総会等

の報告記事は、500 字から800 字程度です。 

原稿は MS-Word、テキストなどのファイル、写真はjpg など

の画像データでいただけると助かります。もちろん、手書き原

稿とプリント写真の郵送でも結構です。 

原稿締切は、毎年5 月 20 日です。 

【連絡先】  

香川高専詫間キャンパス内 七宝会事務局 三河 通男 

 TEL  0875-83-8550 （直通） 

 FAX  0875-83-8590 （所属学科） 

 E-mail do-so-kai@cc.kagawa-nct.ac.jp 
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単位： 円 

収入の部 支出の部 

前年度繰越金 6,831,980  会誌費 870,490  

会費（正会員） 0  慶弔費 66,420  

会費（準会員） 1,410,000  事務費 0  

会費（編入学生） 0  総会費 210,827  

会費（専攻科生） 0  通信費 27,325  

寄付金 0  会議費 63,990  

事業より 1,000,000  旅費 539,980  

雑収入 178,500  特別会員招待費 0  

預金利息 9,775  雑費 100,093  

    小計 1,879,125  

    翌年度繰越金 7,551,130  

合計 9,430,255  合計 9,430,255  

 

  
 

単位： 円 

収入の部 支出の部 

前年度繰越金 8,065,382  電気代 140,497  

自動販売機手数料 415,380  ｺﾋﾟｰ機借用料、用紙費 384,814  

ｺﾋﾟｰ機売上金 637,990  国家試験申請書購入費 11,878  

国家試験申請書売上金 24,000  建物使用料 16,310  

受託販売手数料 215,130  ｱﾙﾊﾞｲト代 255,133  

預金利息 1,688  寄付金 192,286  

雑収入 6,026  設備費 1,095  

    銀行手数料 1,155  

    本会計拠出金 1,000,000  

    小計 2,003,168  

    翌年度繰越金 7,362,428  

合計 9,365,596  合計 9,365,596  

 

 

会計帳簿、証拠書類一切について厳重に監査した結果、相違なく、かつその取り扱

いについて適切妥当であることを認めます。 

平成 23 年 5 月 14 日（土） 

会計監査 中島 政治 

近藤 真弘 
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Ｔ：情報通信工学科　　Ｅ：電子工学科　　Ｃ：電子制御工学科　　Ｉ：情報工学科　　専：専攻科

就職先 Ｔ Ｅ Ｃ Ｉ 専 計 就職先 Ｔ Ｅ Ｃ Ｉ 専 計

CRCｼｽﾃﾑｽﾞ（CRS） 1 1 富士通ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 1 1

CTCﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（CTCｸﾞﾙｰﾌﾟ）1 1 富士通ｴﾌｻｽ 1 1

JFEｽﾁｰﾙ 1 1 ﾌｼﾞﾎﾞｳ愛媛 1 1

JFE電制 1 1 扶桑建設工業 2 1 3

JR四国ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｳｪｱ 1 1 ﾌﾞﾘｯｼﾞｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 1 1

JR西日本 1 1 三菱電機/姫路 1 1

KDDIﾃｸﾆｶﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ3 1 4 三菱電機受配電ｼｽﾃﾑ製作所 1 1 2 4

NECﾈｯﾂｴｽｱｲ 1 1 三菱電機通信機製作所 1 1

NECﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ 1 1 三菱電機ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ 1 1 2

NHK 1 1 三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ 1 1

NTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 1 1 安川ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 1 1 2

NTTｺﾑｳｪｱ 1 1 山武 1 1

NTTﾈｵﾒｲﾄ（四国支店） 1 1 ﾔﾏﾊ発動機 1 1

STNet 1 1 2 四電工 1 1

大岡技研 1 1 四電ﾋﾞｼﾞﾈｽ 1 1

ｵｰｸﾗﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ香川 1 1 ﾘﾝﾃｯｸ 2 2

川重ﾃｸﾉ 1 1 和興ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 1 1

川田工業 1 1 その他 1 1

関西電力 1 1 2 計 22 22 29 10 14 97

京ｾﾗｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 1 1

ｺｽﾓﾃｯｸ 1 1 進学先 Ｔ Ｅ Ｃ Ｉ 専 計

ｺﾏﾂ建機販売四国ｶﾝﾊﾟﾆｰ 1 1 本校専攻科電子情報通信工学専攻 3 7 5 4 19

ｻﾑｿﾝ 1 1 弓削商船高専専攻科 1 1

ｻﾝﾄﾘｰ 1 1 豊橋技術科学大学工学部 1 1 2 4

山陽電子工業 1 1 宇都宮大学工学部 1 1

三和電気土木工事 1 1 電気通信大学電気通信学部 1 1

四国計測工業 1 1 2 東京農工大学工学部 1 1 2

四国工商 1 1 静岡大学情報学部 1 1

四国電力 1 2 3 岐阜大学工学部 1 1 2

四国明治乳業 1 1 名古屋工業大学工学部 1 1

新興電機 1 1 金沢大学理工学域 1 1

伸興電線 2 2 和歌山大学ｼｽﾃﾑ工学部 1 3 4

綜合警備保障 1 1 神戸大学工学部 1 1

大紀商事 2 1 1 4 島根大学総合理工学部 1 1

ﾀﾞｲｷﾝ工業 1 1 香川大学工学部 1 1 3 5

ﾀﾀﾞﾉｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 1 1 徳島大学工学部 3 2 5

中部電力 2 2 高知工科大学ｼｽﾃﾑ工学部群 1 1

ﾃｰﾌﾞﾙﾏｰｸ 1 1 九州工業大学工学部 2 1 3

電源開発（J-POWER） 1 1 九州工業大学情報工学部 1 4 5

ﾃﾞﾝｿｰ四国 1 1 立命館大学理工学部 1 1 2

東京電力 1 1 同志社大学文化情報学部 1 1

東芝ITｻｰﾋﾞｽ 1 1 岡山理科大学理学部 1 1

東芝ｴﾚﾍﾞｰﾀ 1 1 長岡技術科学大学大学院 1 1

東炭化工 1 1 豊橋技術科学大学大学院 1 1

東邦電機工業 1 1 北陸先端科学技術大学院大学 1 1

ﾄﾞｺﾓｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関西 1 1 本校研究生 1 2 3

日本電子 1 1 計 9 18 8 28 5 68

阪大微研 1 2 3

ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾑ 1 1 合計 31 40 37 38 19 165

通菱ﾃｸﾆｶ 1 1

日立工機 1 1

日立四国ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 1 1

ﾌｧｲﾝﾃﾞｨｯｸｽ 1 1

富士重工 1 1

藤田製作所 1 1
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平成２３年5月現在

氏名 〒 自宅住所

（期別） E-mailアドレス

140-0015 東京都品川区西大井2-10-1-1-408

yuji.miki@ntt.com

中島　政治 510-0832 四日市市伊倉1-3-17

（本科16期） sei-nakajima@nhkitec.co.jp

関西支部長 新見　康豪 573-0094 大阪府枚方市南中振2-40-37

大阪分会長 （R-1期） yasutake@mars.dti.ne.jp

山下　正雄 665-0072 宝塚市千種1-2-5 W304

（本科23期） yamasita.masao@dream.com

加藤　洋吉 739-1743 広島市安佐北区倉掛2-39-17

（本科14期） yk-kato@go.enjoy.ne.jp

宇野　収 709-1213 岡山市南区彦崎2960-11

（R-7期） 367624@pnet.energia.co.jp

大谷　完次 732-0048 広島市東区山根町25-13-902

（本科14期） k-ootani@view.ocn.ne.jp

四国支部長 岩田　正人 769-0101 高松市国分寺町新居2848-2

高松分会長 （本科24期） iwatama@nttdocomo.com

竹田　剛城 790-0833 松山市祝谷3-3-16

（R-6期） yoshiki-takeda@soumu.go.jp

清重　公義 779-3223 徳島県名西郡石井町高川原字高川原148

（R-11期） kiyoshige@jrt.jp

中平　昭彦 780-8063 高知市朝倉丙940　朝倉第二住宅122号

（R-12期） nakahira@met.kishou.go.jp

九州支部長 吉永　寛治 841-0205 佐賀県三養基郡基山町けやき台2-25-10

福岡分会長 （本科16期） kanjiy1946@woody.ocn.ne.jp

吉田　幸男 854-0001 長崎県諫早市原口町355-9

（本科17期） yukio@fsinet.or.jp

岡山分会長

中国支部長

中
国

鳥取、島根、岡山、広島、
山口

　広島分会長

支部・分会 対象エリア

関東支部長

東海支部長

神戸分会長

関
東

北海道、青森、岩手、宮城、
山形、福島、茨城、栃木、
群馬、埼玉、千葉、東京、
神奈川、新潟、山梨、長野

東
海

岐阜、静岡、愛知、三重

関
西

富山、石川、福井、滋賀、
京都、大阪、兵庫、奈良、
和歌山

三木　勇司

（R-5期）

高知分会長

長崎分会長

九
州

福岡、佐賀、長崎、熊本、
大分、宮崎、鹿児島、沖縄

松山分会長

徳島分会長

四
国

香川、愛媛、徳島、高知


